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概要

このドキュメントでは、OpenShift Container Platform 機能の概要を説明します。
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第1章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM 4.11 ドキュメント
公式の OpenShift Container Platform 4.11 ドキュメントへようこそ。このドキュメントでは、
OpenShift Container Platform について説明しており、その機能について確認してみてください。

OpenShift Container Platform 4.11 ドキュメント内の移動は、以下のいずれかの方法を使用できます。

左側のナビゲーションバーを使用して、ドキュメントを参照します。

このウェルカムページのコンテンツから、興味のあるタスクを選択します。

アーキテクチャー と セキュリティーとコンプライアンス から始めます。次に、リリースノート を参照
してください。

1.1. クラスターインストーラーのアクティビティー

これらの OpenShift Container Platform インストールタスクを確認してください。

OpenShift Container Platform インストールの概要: OpenShift Container Platform は、インス
トーラーによってプロビジョニングされたインフラストラクチャーまたはユーザーによってプ
ロビジョニングされたインフラストラクチャーにインストールできます。OpenShift Container
Platform インストールプログラムは、各種プラットフォームに OpenShift Container Platform
を柔軟にデプロイできます。

Alibaba にクラスターをインストールする: インストーラーによってプロビジョニングされたイ
ンフラストラクチャーの Alibaba Cloud に OpenShift Container Platform をインストールでき
ます。これは現在、テクノロジープレビュー機能のみとなっています。

AWS でクラスターをインストールする: Amazon Web Services (AWS) にクラスターをデプロイ
する場合には、多くのインストールオプションがあります。デフォルト設定 または カスタム
AWS 設定 でクラスターをデプロイできます。自分でプロビジョニングした AWS インフラスト
ラクチャーにクラスターをデプロイすることもできます。必要に応じて、同梱の AWS
CloudFormation テンプレート を変更できます。

Azure でのクラスターのインストール: デフォルトの設定、カスタム Azure 設定、または
Microsoft Azure の カスタムネットワーク設定 でクラスターをデプロイできます。また、
OpenShift Container Platform を Azure Virtual Network にプロビジョニングしたり、Azure
Resource Manager テンプレート を使用して独自のインフラストラクチャーをプロビジョニン
グしたりすることもできます。

Azure Stack Hub でのクラスターのインストール: インストーラーがプロビジョニングしたイン
フラストラクチャーの Azure Stack Hub に OpenShift Container Platform をインストールでき
ます。

GCP でのクラスターのインストール: デフォルト設定 または カスタム GCP 設定  でクラスター
を Google Cloud Platform (GCP) にデプロイできます。独自のインフラストラクチャーをプロ
ビジョニングする GCP インストールを実行することもできます。

IBM Cloud にクラスターをインストールする: OpenShift Container Platform on IBM Cloud をイ
ンストーラーによってプロビジョニングされたインフラストラクチャーにインストールできま
す。

IBM Power でのクラスターのインストール: ユーザーがプロビジョニングしたインフラストラク
チャーの IBM Power に OpenShift Container Platform をインストールできます。

VMware vSphere にクラスターをインストールする: サポートされているバージョンの vSphere
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VMware vSphere にクラスターをインストールする: サポートされているバージョンの vSphere
に OpenShift Container Platform をインストールできます。

VMware Cloud でのクラスターのインストール: サポートされているバージョンの VMware
Cloud (VMC) on AWS に OpenShift Container Platform をインストールできます。

z/VM on IBM Z および LinuxONE を使用したクラスターのインストール: z/VM on IBM Z と
LinuxONE を使用し、ユーザーがプロビジョニングしたインフラストラクチャーに OpenShift
Container Platform をインストールできます。

RHEL KVM on IBM Z と LinuxONE を使用したクラスターのインストール: ユーザーがプロビ
ジョニングしたインフラストラクチャーに RHEL KVM on IBM Z および LinuxONE を使用して
OpenShift Container Platform をインストールできます。

インストーラーによってプロビジョニングされたクラスターのベアメタルへのインストール: イ
ンストーラーによってプロビジョニングされたアーキテクチャーを使用して、OpenShift
Container Platform をベアメタルにインストールできます。

ユーザーがプロビジョニングしたクラスターのベアメタルへのインストール: ニーズに合ったプ
ラットフォームやクラウドプロバイダーデプロイメントのオプションがない場合には、ユー
ザーがプロビジョニングしたベアメタルインフラストラクチャーに OpenShift Container
Platform をインストールできます。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) でのクラスターのインストール: ネットワークのカス
タマイズ を行った カスタマイズありの RHOSP、またはインストーラーによってプロビジョニ
ングされたインフラストラクチャーで 制限付きネットワーク にクラスターをインストールでき
ます。
ユーザーによってプロビジョニングされるインフラストラクチャー上の カスタマイズのある
RHOSP、ネットワークカスタマイズのある RHOSP にクラスターをインストールできます。

Red Hat Virtualization (RHV) にクラスターをインストールする: Red Hat Virtualization (RHV)
にクラスターをデプロイするには、クイックインストール または カスタマイズありのインス
トール を使用します。

制限付きのネットワークにクラスターをインストールする: AWS、GCP、vSphere、IBM Z およ
び LinuxONE with z/VM、IBM Z および LinuxONE with RHEL KVM、IBM Power、または ベア
メタル 上のユーザーがプロビジョニングしたインフラストラクチャーを使用するクラスターが
全インターネットにアクセスできない場合には OpenShift Container Platform インストールイ
メージをミラーリングして、制限されたネットワークにクラスターをインストールします。

非接続インストールのイメージのミラーリング

oc-mirror プラグインを使用した非接続インストールのイメージのミラーリング

既存のネットワークにクラスターをインストールする: AWS または GCP で既存の Virtual
Private Cloud (VPC) を使用する場合、または Azure で既存の VNet を使用する場合は、クラス
ターをインストールできます。

プライベートクラスターをインストールする: クラスターが外部インターネットアクセスを必要
としない場合は、AWS、Azure、または GCP にプライベートクラスターをインストールできま
す。クラウド API とインストールメディアにアクセスするには、引き続きインターネットアク
セスが必要です。

インストールログを確認する: インストールログにアクセスして、OpenShift Container
Platform 4.11 のインストール中に発生する問題を評価します。

OpenShift Container Platform にアクセスする: インストールプロセスの最後に出力された認
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OpenShift Container Platform にアクセスする: インストールプロセスの最後に出力された認
証情報を使用して、コマンドラインまたは Web コンソールから OpenShift Container Platform
クラスターにログインします。

Red Hat OpenShift Data Foundation をインストールする: Red Hat OpenShift Data
Foundation を Operator としてインストールして、高度に統合され、単純化されたコンテナー
の永続ストレージを管理できます。

Nutanix にクラスターをインストールする: インストーラーによってプロビジョニングされたイ
ンフラストラクチャーを使用する Nutanix インスタンスにクラスターをインストールできま
す。このタイプのインストールでは、インストールプログラムを使用して、インストールプロ
グラムがプロビジョニングし、クラスターが管理するインフラストラクチャーにクラスターを
デプロイできます。

1.2. 開発者のアクティビティー

OpenShift Container Platform を使用して、コンテナー化されたアプリケーションを開発し、デプロイ
できます。OpenShift Container Platform は、コンテナー化されたアプリケーションを開発し、デプロ
イするためのプラットフォームです。OpenShift Container Platform のドキュメントは、次の点で活用
できます。

OpenShift Container Platform での開発を理解する: 単純なコンテナーから高度な Kubernetes
デプロイメントおよび Operator に至るまで、異なるタイプのコンテナー化されたアプリケー
ションについて説明します。

プロジェクトに関する操作を行う: OpenShift Container Platform Web コンソールまたは
OpenShift CLI (oc) からプロジェクトを作成し、開発するソフトウェアを整理し共有します。

アプリケーションを操作する:

OpenShift Container Platform Web コンソールの 開発者 パースペクティブ を使用して、アプリケー
ションの作成およびデプロイ を行います。

Topology ビュー を使用して、アプリケーションの表示、ステータスの監視、コンポーネントの接続お
よびグループ化、ならびにコードベースの変更を行います。

ワークロードをバッキングサービスに接続する: Service Binding Operator を使用すると、アプ
リケーション開発者は、バインディングデータを自動的に収集してワークロードと共有するこ
とで、Operator が管理するバッキングサービスにワークロードを簡単にバインドできます。
Service Binding Operator は、クラスター環境での不一致をなくす、一貫性のある宣言型のサー
ビスバインディングメソッドを使用し、開発ライフサイクルを改善します。

開発者 CLI ツール (odo) を使用する: odo CLI ツールにより、開発者は単一またはマルチコン
ポーネントのアプリケーションを簡単に作成でき、デプロイメント、ビルド、およびサービス
ルート設定を自動化できます。odo は複雑な Kubernetes および OpenShift Container Platform
の概念を抽象化し、アプリケーションの開発に集中できるようにします。

CI/CD パイプラインを作成する: パイプラインは、分離されたコンテナーで実行されるサーバー
レス、クラウドネイティブ、継続的インテグレーション、および継続的デプロイメントシステ
ムです。パイプラインは、標準の Tekton カスタムリソースを使用してデプロイメントを自動化
し、マイクロサービスベースのアーキテクチャーで機能する分散型チーム向けに設計されてい
ます。

インフラストラクチャーとアプリケーションの設定を管理する: GitOps は、クラウドネイティ
ブアプリケーションの継続的デプロイメントを実装するための宣言的な方法です。GitOps は、
インフラストラクチャーおよびアプリケーションの定義をコードとして定義します。GitOps

第1章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM 4.11 ドキュメント

5

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/web_console/#web-console
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#red-hat-openshift-data-foundation
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/installing/#preparing-to-install-nutanix
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/architecture/#understanding-development
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#working-with-projects
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#odc-creating-applications-using-developer-perspective
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/web_console/#about-developer-perspective_web-console-overview
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#odc-creating-applications-using-developer-perspective
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#odc-viewing-application-composition-using-topology-view
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#understanding-service-binding-operator
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/cli_tools/#odo-important_update
https://docs.openshift.com/pipelines/latest/about/understanding-openshift-pipelines.html#op-key-features
https://docs.openshift.com/gitops/latest/understanding_openshift_gitops/about-redhat-openshift-gitops.html#about-redhat-openshift-gitops


は、このコードを使用して複数のワークスペースおよびクラスターを管理し、インフラストラ
クチャーおよびアプリケーション設定の作成を単純化します。また、GitOps は複雑なデプロイ
メントを高速で処理および自動化するため、デプロイメントおよびリリースサイクル中の時間
を節約できます。

Helm チャートをデプロイする: Helm は、アプリケーションやサービスの OpenShift Container
Platform クラスターへのデプロイメントを単純化するソフトウェアパッケージマネージャーで
す。Helm はチャートというパッケージ形式を使用します。Helm チャートは、OpenShift
Container Platform リソースを記述するファイルのコレクションです。

イメージビルドを理解する: さまざまな種類のソースマテリアル (Git リポジトリー、ローカル
バイナリー入力、および外部アーティファクトなどの場所) が含まれる各種のビルドストラテ
ジー (Docker、S2I、カスタム、およびパイプライン) から選択します。次に、基本的なビルド
から高度なビルドまで、ビルドタイプの例に従います。

コンテナーイメージを作成する: コンテナーイメージは、OpenShift Container Platform(および
Kubernetes) アプリケーションで最も基本的なビルディングブロックです。イメージストリー
ムを定義すると、開発の進捗に応じて、イメージの複数のバージョンを 1 つの場所に集約でき
ます。S2I コンテナーを使用すると、Ruby、Node.js、Python などの特定タイプのコードを実
行するように設定されたベースコンテナーに、ソースコードを挿入することができます。

デプロイメントを作成する: Deployment および DeploymentConfig オブジェクトを使用し
て、アプリケーションの詳細な管理を行います。Workloads ページまたは OpenShift CLI (oc)
を使用して デプロイメントを管理します。ローリング、再作成およびカスタム デプロイメント
ストラテジーについて説明します。

テンプレートを作成する: 既存のテンプレートを使用するか、アプリケーションのビルドまたは
デプロイ方法を記述する独自のテンプレートを作成します。テンプレートは、イメージと説
明、パラメーター、レプリカ、公開されたポートおよびアプリケーションの実行またはビルド
方法を定義するその他のコンテンツを組み合わせることができます。

Operator について理解する: Operator は、OpenShift Container Platform 4.11 でクラスターア
プリケーションを作成するのに推奨される方法です。Operator Framework について、またイン
ストールされた Operator を使用してアプリケーションをプロジェクトにデプロイする方法につ
いて説明します。

Operator を開発する: Operator は、OpenShift Container Platform 4.11 でクラスターアプリ
ケーションを作成するのに推奨される方法です。Operator の構築、テスト、およびデプロイの
ワークフローについて説明します。次に、Ansible または Helm に基づいて独自の Operator を
作成するか、Operator SDK を使用して ビルトイン Prometheus モニタリング を設定します。

REST API リファレンス: OpenShift Container Platform アプリケーションプログラミングイン
ターフェイスのエンドポイントについて確認します。

1.3. クラスター管理者のアクティビティー

マシンの管理、ユーザーへのサービス提供、監視およびログのレポートの追跡を行います。このドキュ
メントは次の点で活用できます。

OpenShift Container Platform の管理: OpenShift Container Platform 4.11 コントロールプレー
ンのコンポーネントについて説明します。OpenShift Container Platform コントロールプレー
ンおよびコンピュートノードが、マシン API および Operators によりどのように管理、更新さ
れるかを確認してください。

1.3.1. クラスターコンポーネントの管理

マシンを管理 する： ヘルスチェックをデプロイ し、自動スケーリングを適用 して、コン
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#installing-a-helm-chart-on-an-openshift-cluster_configuring-custom-helm-chart-repositories
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#understanding-helm
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/cicd/#understanding-image-builds
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/images/#overview-of-images
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#what-deployments-are
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#deployment-operations
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#deployment-strategies
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/images/#using-templates
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#olm-what-operators-are
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#osdk-about
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#osdk-ansible-support
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#osdk-helm-support
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#osdk-monitoring-prometheus
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/api_reference/#api-index
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/architecture/#architecture-overview-architecture


マシンを管理 する： ヘルスチェックをデプロイ し、自動スケーリングを適用 して、コン
ピュートマシンセットを使用してクラスター内のコンピュートマシンを管理しま
す。https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-
single/machine_management/#machine-mgmt-intro-managing-compute_overview-of-
machine-management

コンテナーレジストリーのを管理する: 各 OpenShift Container Platform クラスターには、その
イメージを保存するための組み込みのコンテナーレジストリーが含まれています。OpenShift
Container Platform で使用する別の Red Hat Quay レジストリーを設定することもできま
す。Quay.io Web サイトは、OpenShift Container Platform コンテナーおよび Operator を格納
するパブリックコンテナーレジストリーを提供します。

ユーザーとグループを管理する: クラスターの使用または変更について、さまざまなレベルの
パーミッションを持つユーザーおよびグループを追加します。

認証を管理する: OpenShift Container Platform で、ユーザー、グループ、および API 認証がど
のように機能するかを確認します。OpenShift Container Platform は、複数のアイデンティ
ティープロバイダー をサポートします。

ingress、API サーバー、および サービス 証明書を管理する: OpenShift Container Platform
は、Ingress Operator、API サーバー、および暗号化を必要とする複雑なミドルウェアアプリ
ケーションが必要とするサービスに対して、デフォルトで証明書を作成します。これらの証明
書を変更、追加、またはローテーションする必要がある場合があります。

ネットワークを管理する: OpenShift Container Platform のクラスターネットワークは、Cluster
Network Operator (CNO) によって管理されます。CNO は、kube-proxy の iptables ルールを使
用して、ノードとそれらのノードで実行されている Pod 間のトラフィックを転送します。
Multus Container Network Interface は 複数のネットワークインターフェイス を Pod に割り当
てる機能を追加します。ネットワークポリシー 機能を使用すると、Pod を分離したり、選択し
たトラフィックを許可したりできます。

ストレージを管理する: OpenShift Container Platform では、クラスター管理者が Red Hat
OpenShift Data Foundation、AWS Elastic Block Store、NFS、iSCSI、Container Storage
Interface (CSI) などを使用して永続ストレージを設定できます。永続ボリュームを拡張し、動
的プロビジョニング を設定し、CSI を使用して永続ストレージの スナップショット を 設
定、複製、および使用できます。

Operator を管理する: Red Hat、ISV、およびコミュニティー Operator のリストは、クラス
ター管理者によって確認でき、クラスターにインストール できます。インストール後に、クラ
スターで Operator を 実行、アップグレード、バックアップ、または管理できます。

1.3.2. クラスターコンポーネントの変更

カスタムリソース定義 (CRD) を使用してクラスターを変更する: Operator で実装されたクラス
ター機能は、CRD で変更できます。CRD の作成 および CRD からのリソースの管理 について
参照してください。

リソースクォータを設定する: CPU、メモリー、その他のシステムリソースから選択し、クォー
タを設定します。

リソースをプルーニングおよび回収する: 不要な Operator、グループ、デプロイメント、ビル
ド、イメージ、レジストリー、および cron ジョブをプルーニングして領域を回収します。

クラスターの スケーリング および チューニング を行う: クラスター制限の設定、ノードの
チューニング、クラスターモニタリングのスケーリング、ならびに環境に合わせたネットワー
ク設定、ストレージおよびルートの最適化を行います。
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/machine_management/#deploying-machine-health-checks
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/machine_management/#applying-autoscaling
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/machine_management/#machine-mgmt-intro-managing-compute_overview-of-machine-management
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/registry/#registry-overview
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_quay/
https://quay.io
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/authentication_and_authorization/#understanding-authentication
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/authentication_and_authorization/#understanding-authentication
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/authentication_and_authorization/#supported-identity-providers
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/security_and_compliance/#replacing-default-ingress
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/security_and_compliance/#api-server-certificates
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/security_and_compliance/#add-service-serving
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/networking/#understanding-networking
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/networking/#cluster-network-operator
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/networking/#configuring-kube-proxy
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/networking/#understanding-multiple-networks
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/networking/#about-network-policy
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#understanding-persistent-storage
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#red-hat-openshift-data-foundation
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#persistent-storage-using-aws-ebs
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#persistent-storage-using-nfs
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#persistent-storage-using-iscsi
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#persistent-storage-using-csi
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#expanding-persistent-volumes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#dynamic-provisioning
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#persistent-storage-csi-snapshots
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#persistent-storage-using-csi
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#persistent-storage-csi-cloning
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#olm-understanding-operatorhub
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#olm-adding-operators-to-a-cluster
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#olm-creating-apps-from-installed-operators
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#olm-upgrading-operators
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#crd-extending-api-with-crds
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#crd-creating-custom-resources-definition_crd-extending-api-with-crds
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#crd-managing-resources-from-crds
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#quotas-setting-per-project
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#quotas-setting-per-project
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#pruning-objects
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/scalability_and_performance/#scaling-cluster-monitoring-operator
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/scalability_and_performance/#using-node-tuning-operator


クラスターを更新する: Cluster Version Operator (CVO) を使用して、OpenShift Container
Platform クラスターをアップグレードします。OpenShift Update Service (OSUS) から更新が
利用可能な場合、OpenShift Container Platform Web コンソール または OpenShift CLI (oc) か
らそのクラスター更新を適用します。

OpenShift Update Service を理解する: 切断された環境で OpenShift Container Platform の更
新を推奨するローカルの OpenShift Update Service のインストールおよび管理について確認し
ます。

ワーカーレイテンシープロファイルを使用した高レイテンシー環境でクラスターの安定性を向
上する: ネットワークにレイテンシーの問題がある場合には、3 つの ワーカーレイテンシープロ
ファイル のいずれかを使用して、ワーカーノードに到達できない場合にコントロールプレーン
が Pod を誤って退避しないようにすることができます。プロファイルは、クラスターの存続期
間中いつでも設定または変更できます。

1.3.3. クラスターの監視

OpenShift ロギングを使用する: OpenShift Logging について確認して、Elasticsearch、
Fluentd、Kibana などのさまざまな OpenShift Logging タイプを設定します。

監視する: 監視スタックの設定方法 について確認します。モニタリングの設定後、Web コン
ソールを使用して モニタリングダッシュボード にアクセスします。インフラストラクチャーメ
トリクスに加え、独自サービスのメトリクスも収集して表示できます。

リモートヘルスモニタリング: OpenShift Container Platform はクラスターについての匿名の集
計情報を収集します。Telemetry および Insights Operator を使用すると、このデータは Red
Hat によって受信され、OpenShift Container Platform を改善するために使用されます。リモー
トヘルスモニタリングで収集されるデータ を表示できます。
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/updating_clusters/#updating-cluster-within-minor
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/updating_clusters/#updating-cluster-cli
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/updating_clusters/#update-service-overview_updating-restricted-network-cluster-osus
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/nodes/#nodes-cluster-worker-latency-profiles
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/logging/#cluster-logging
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/monitoring/#monitoring-overview
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/monitoring/#configuring-the-monitoring-stack
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/monitoring/#reviewing-monitoring-dashboards
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/support/#about-remote-health-monitoring_about-remote-health-monitoring
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/support/#showing-data-collected-by-remote-health-monitoring_showing-data-collected-by-remote-health-monitoring


第2章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM について
以下のセクションには、OpenShift Container Platform およびその使用に関する有用な情報を記載して
います。

2.1. アーキテクト

OpenShift Container Platform
について

OpenShift Container Platform
デプロイメントの計画

関連情報

Enterprise Kubernetes with
OpenShift

Tested platforms OpenShift ブログ

アーキテクチャー セキュリティーおよびコンプライ
アンス

OpenShift Container Platform の
新機能

 ネットワーキング OpenShift Container Platform の
ライフサイクル

 バックアップおよび復元  

2.2. クラスター管理者

OpenShift Container
Platform について

OpenShift Container
Platform のデプロイ

OpenShift Container
Platform の管理

関連情報

Enterprise Kubernetes
with OpenShift

OpenShift Container
Platform のインストー
ル

Insights を使用したクラ
スターの問題の特定

サポート

アーキテクチャー インストール後の設定 ロギング OpenShift に関するナ
レッジベースの記事

OpenShift インタラク
ティブラーニングポータ
ル

ネットワーキング モニタリングの概要 OpenShift Container
Platform のライフサイ
クル

 ストレージ   

 バックアップおよび復元   

 クラスターの更新   

2.3. アプリケーションサイトリライアビリティーエンジニア (APP SRE)
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https://www.openshift.com/blog/enterprise-kubernetes-with-openshift-part-one?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001Css5AAC
https://access.redhat.com/articles/4128421
https://www.openshift.com/blog?hsLang=en-us
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/architecture/#architecture
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/security_and_compliance/#understanding-security
https://www.openshift.com/learn/whats-new
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/networking/#understanding-networking
https://access.redhat.com/support/policy/updates/openshift#ocp4_phases
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/backup_and_restore/#backup-restore-overview
https://www.openshift.com/blog/enterprise-kubernetes-with-openshift-part-one?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001Css5AAC
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/installing/#installing-preparing
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/support/#using-insights-to-identify-issues-with-your-cluster
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/support/#getting-support
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/architecture/#architecture
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/post-installation_configuration/#post-install-machine-configuration-tasks
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/logging/#cluster-logging
https://access.redhat.com/articles/4217411
https://learn.openshift.com/?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001Css5AAC
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/networking/#understanding-networking
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/monitoring/#monitoring-overview
https://access.redhat.com/support/policy/updates/openshift#ocp4_phases
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/storage/#understanding-ephemeral-storage
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/backup_and_restore/#backup-restore-overview
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/updating_clusters/#updating-cluster-within-minor


OpenShift Container Platform
について

アプリケーションのデプロイと管
理

関連情報

OpenShift インタラクティブラー
ニングポータル

プロジェクト サポート

アーキテクチャー Operator OpenShift に関するナレッジベー
スの記事

 ロギング OpenShift Container Platform の
ライフサイクル

 ロギングに関するブログ  

 モニタリング  

2.4. 開発者

OpenShift Container Platform でのアプリケーショ
ン開発について

アプリケーションのデプロイ

Getting Started with OpenShift for Developers (イン
タラクティブチュートリアル)

アプリケーションの作成

Red Hat Developer Web サイト ビルド

Red Hat OpenShift Dev Spaces (旧 Red Hat
CodeReady Workspaces)

Operator

 イメージ

 開発者向け CLI
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https://learn.openshift.com/?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001Css5AAC
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#working-with-projects
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/support/#getting-support
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/architecture/#architecture
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#olm-what-operators-are
https://access.redhat.com/articles/4217411
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/logging/#cluster-logging
https://access.redhat.com/support/policy/updates/openshift#ocp4_phases
https://www.openshift.com/blog/tag/logging
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/monitoring/#monitoring-overview
https://developers.redhat.com/products/openshift/getting-started#assembly-field-sections-13455
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/building_applications/#odc-creating-applications-using-developer-perspective
https://developers.redhat.com/
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/cicd/#understanding-image-builds
https://developers.redhat.com/products/openshift-dev-spaces/overview
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/operators/#olm-what-operators-are
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/images/#overview-of-images
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.11/html-single/cli_tools/#odo-important_update
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